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24年度活動報告（プラスマ学習会一般向け）

２

NO 日程 参加 講師 テーマ

第1回 7月27日 ２２ 宇和海BCPJ 清家氏
オーエスラボ 谷氏

海洋プラ
他地域連携

第2回 8月24日 １７ プラスチック資源循環
利用協会 富田氏

活動成果（CO2
削減量）明示

第3回 10月12日 １９ プラスチックリサイクル
研究会メンバー 3名

製品プラ分別収
集にむけて

　 　 （ 広域化） 理想の姿 　 　 ２ ０ ３ ＊年
　 プ ラ 新法33条再商品化計画フ ロ ー（ 例）

NEDO

　 容リ プ ラ 成果CO2削減

　 　 一括回収 　 選別セン タ ー プ ラ 再生事業者 740 万ト ン

　 国内総量 （万トン） 1800億円効果

高度選別 マテ リ アルR 210

　 製品プ ラ 　 　 ↓ 　　　有効利用

再加工（ 粉砕） ケミ カ ルR 150 100%

自治会・ 公民館 　 　 ↓
（ スーパー事業者） 品質検査 サーマルR 400

埋め立て 0 未利用　 ０ ％
　　　　　計 760

　 　 　 段階的実現可能な姿 　 ２ ０ ２ ＊年
　

分別回収
　 容リ プ ラ （ 既存）

　 容器包装 　 　 　 　 プ ラ 再生事業者
リ サイ ク ル協会 　 国内総量 （万トン）

　 PET 包装 　 　 　 マテ リ アルR 173

　 　 　 　 　　　有効利用

　 製品プ ラ （ 新規） 　 入札・ 再利用 サーマルR 510 86%

　 　 　 　 　

樹脂 　 　 ケミ カ ルR 27

　 　 　 未利用

種類 　 埋め立て 112 14%

・ ・ ・ 　　計 822



24年度活動報告（プラスマ学習会一般向け）

２

    プラスマ学習会（8月24日）参加者取り組み事例ならびにリサイクル成果（CO2削減）の見える化
2024年　8月

NPO法人にいはまグローバルネットワーク
NO 取り組み事例 品名 プラ材質 単位 リサイクル方法・想定ケース等 　　　参加者       活動成果の見える化（CO2削減量
⓵ 農業用マルチフィルムの生分解 マルチ 塩ビ系フィルム １KG 現マルチフィルム埋め立て、焼却処理 にいはまグローバルネット ポリエチレンから生分解系フィルムへの置換の差

プラへの置き換え ポリエチレン 生分解プラへの置き換えで処理廃止 ワーク PE樹脂→成型加工→回収→処理（焼却・発電）
　3.51KG（CO2）発生（A）
生分解系樹脂→成型加工→分解
　1・0KG（CO2）発生（B）

　 成果　（A）ー（B）＝2.51KG
② 建築資材（セメント代替） エコブリック PETボトル（500ML） 1本 代替材料の為　セメント製造とプラ 四国グローバルネット セメント製造時とPETボトル、フィルム製造の差

（モザンビーク活動事例） ポリエチレン150ｇフィルム 製造のCO2排出量の差を算定 ワーク竹内さん（中予） 国内セメント製造（５００ml) CO2発生量
　 　　　　1.1KG　（A）

PETボトル、ポリエチレンフィルム製造CO2発生量
　　　　0.08KG＋0.13KG　（B）

成果　（A）ー（B）＝0.89KG
③ 歯ブラシ回収 歯ブラシ（柄の部分）ポリプロピレン １KG マテリアルリサイクル 県地球温暖化防止活動推進員 現行（歯ブラシ焼却・埋立、樹脂生産、焼却埋立）と

毛先リサイクル不能 （一本あたり約10g） （学校用教材：ものさし他 清水さん（中予） リサイクルシステム（回収、リサイクル（他製品）
次年度小学生入学プレゼント） 焼却埋立）の差

ライオン事例 現行システムCO2発生量　8.32KG　（A）
リサイクルシステムCO2発生量　3.41KG　（B）

成果　（A）ー（B）＝4・91KG
④ 食品トレーリサイクル 食品トレー ポリスチレン 　 新居浜市における食品トレー回収率 プラリサイクル研究会 人口113千人、使用トレー数15個・人月ケース総重量

(1個あたり４ｇ） （想定50％）の向上（期待値75％） NPＣ住友大堀さん（東予） 約81.4トン・年　（A）
（食品トレー（４ｇ）リサイクルの効果４ｇＣＯ２減

エフピコ事例 回収リサイクル率向上　25％　（B）
成果　（A）＊（B）＝20.4トン

その他検討中事例　漁網・浮き等海洋系プラ（宇和海ブルーカーボンプロジェクト　清家さん（南予）　
　　　　　　　　　朝顔プランターのリサイクル（プラリサイクル研究会（東予））



２



これからの取り組みご提案①

２

朝顔プランターのリサイクル （後工程の見せる化＋段階的実現）



これからの取り組みご提案 ③

２

他地域連携協働、事業化（宇和海ブルーカーボンプロジェクト＊東予ものづくり技術）

24年7月宇和海海洋プラの現状について情報共有
事例⓵ 大量発生・漂流プラ（黒ブイ、漁網等）
現状 収集→破砕→埋め立て
事業化 収集→破砕→リペレ→成型加工→再生品（漁業者購入品）

事例② 海洋プラの炭化技術の普及・拡大
確立技術の生産規模拡大、事業化促進 等

リサイクル
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